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ーノレ鉄道，オーストリア連邦鉄道， ベルギー ・ ナ ショナノレ鉄道，

デソマ ーク閤有鉄道，イ タ リア固有鉄道，ノレタセ γ プノレグ ・ ナ

ショナノレ鉄道， オランダ鉄道およびスイス主IU{I鉄道の 10 鉄道

である。

欧州鉄道の聞には既に第 2 次批界大戦前から国際貨車迎合

(R.1. V.) が設けられ， 貨車の相互使用ができたのである が

R. 1. V. による貨車の使用は制限されたものてうその回転率は

イ尽く空事の回送も多かった。大戦後は各国とも貸111の不足甚だ

しくその有効な使用が痛感されたので， ドイツ連邦鉄道とフラ

ソ ス・ナショナノレ鉄道は一定の貨車を自由に相互共同使用に供

することを目的とした独仏貨車プール協定を締結し ， 1951 ・ 5 ・ 1

から突施した。この協定によって'l!h仏聞に~11工の回送は避けら

れ質事の利用効率は地大した。独仏貨車プールの利益を認識し

たほかの欧州諸鉄道はこれに参加することを希望するにいたり，

結局前記言語鉄道の間に 1953 ・ 3 ・ 2 欧州貨車プーノレ協定が締結さ

れ，同年 3 ・ 15 から突施を見るにいたった。

協定の内容は大要つぎの如きものである。

各参加鉄道の代表者から成る委員会がm成され， この委員会

には協定を正当に適用しかっその改正と有Iì則を制定する権限が

与えられる。スイス述邦鉄道の代表が委員長となり会議を主催

する。 委員会の会議においては多数決をもって問題の議決を行

うが各代表は同ーの葉決権をもっている。参加l各鉄道から l 名

または 2 名の代表を出して欧州貨耳工事務局を組織してベノレンに

おき ， プー ノレ編入の貨車の統制lその他の事務を遂行せしめる。

協定締結当時のプーノレ編入貨JIIは総計 152，679 両で， その車

極別， 所属鉄道別内訳はつぎのとおり である。

有主主(がい)事 i!l\蓋事 所民鉄道

30,000 20,000 フランス ・ ナショナノレ鉄道

10,000 40,000 ドイツ連邦鉄道

8,500 11,000 ベノレギー ・ ナショナノレ鉄道

5,000 10,000 イタリア国有鉄道

1,500 3,000 オーストリア述邦鉄道

600 3,500 ザーノレ鉄道

2,000 2,000 スイス述邦鉄道

1,500 2,250 オラソダ鉄道
474 755 ノレクセンプノレグ ・ナ ショナノレ鉄道

200 400 デンマーク国有鉄道

青ト 59,774 92,905 

共同使用に供するプール編入貨111は所属鉄道の原番号と記号

をそのまま存置し，別に EUPOP のマークを付して他のものと

区別する。プー ノレ編入貨111は参加鉄道において自由に使用でき ，

使用後も直ちに所属鉄道に返泣する必要がなく再使用ができ ，

1 t.ili月ないし 1 箇年の矧|聞を経て所属鉄道に返還することがで

きる。

参考文献 J uly 24 , 1953, Rail way Gazette. (柄沢氏治郎)

おうしゅうちゅうおうせいさんじむき ょく 欧州中央清算、

事務局 (仏)Bureau Central de Compensation(B. C. C. ) 所

在地 ベルギー プラッセノレ。欧州各国鉄道相互聞に発生する

諸勘定の共同決済機関。

l 沿 1�: ベノレギー鉄道は 1880 年以来 1914 年まで欧州

の 36 鉄道の加盟した消算事一務所を巡営していた。第 l 次大戦

のため一時その巡営は中断されたが，戦後国際鉄道迎合会

(U. 1. C.) は創立後ただちに欧州各国鉄道相互間に発生する諸勘

定の共同決済軽量l測の設立を提唱した。 1923 年 B. C. C. の設立決

定とともに，この構成と管理はベルギー ・ ナ ゾヨ ナノレ銀行協力

の下に経験のあるベノレギー鉄道に委任され， 1 925 年にその巡営

を開始した。当時の加盟機関は 46 であったが数年にして 67 に

達する脱況を皇した。 1930 年に始まった経済恐慌の彬型車を受

けて B. C.C. は 1932 年に活動を停止したが， その聞の経験に

もとづき機附と巡営に数箇所の修正を加え ， 1933 ・ 1 から加脱

鉄道 38 で再出発し今次大戦におよんだ。 今次大戦後は 1940 ・ 4

以降一時停止されていた多角的決済方法を復活した。現在加1lQ

しているのは 25 の鉄道およびその他の運輸機闘である。

2 目的と任務 B.C.C は欧州鉄道相互聞における迎絡巡

輸の別大に伴なって，fjI雑となる収支関係をなるべく為替管El!

にl恨しないように， 多角的決済方式で処理するために設けたも

ので，この機関の設立によって鉄道運輸関係の決済事務は決済

傾が少な く ，したがって為替管理を受ける制合が少な く なると

いう重要な利義のほかに，決済事務の集中化・綴械化 ・ 自動化

によって簡単 ・ 迅速 ・ 正確かつ安い経政で処理することができ

るようになった。このため欧州鉄道の連絡運輸関係の諸事務が

きわめて容易になり，国際鉄道運輸の発展にいちじるしい貢献

をなしている。

3 後十月と巡'滋 ベノレギー ・ ナ ツョナノレ鉄道会社が巡営を担

任し 5 名の常任委員の監督の下に理事 l 名， 副理事 l 名が事

務局の運営に当る。常任委員会のおもな権限は B. C.C. への加l

JJL 加盟の停止および再力IIJ.!l.に関する決定，共同資金管思の監

視ならびにこれに関する臨時摘置， 国際鉄道連合会理事会への

年度事業報告の提出等である。

4 決済方式と作業方式決済の基準となる通貨は 1936 年

以後ベルギーアラ γ と定められた。決済方式は現在多角的決済

方式を採用している。 B.C . C. の場合の多角的決済方式は， 加1

1盟各鉄道から送付される計算書類をここで整理し，各鉄道IHjの

貸借関係を加Jln図全部について一括相殺し純残高だけを決済す

るのである。決済鰍は通知謀lの約 20% で済み， したがって為

替管砲を受ける \HU合も少なくて済んでいる。決済時刻lは毎月の

中旬と月末の 2 厄lである。 B.C . C. 加l~ì鉄道の取扱う 計 算岱類

は在主要員のいかんにかかわらず受理するが， 大部分は旅客 ・ 手荷

物 ・ 貨物 ・ 急送小荷物等の運輸関係計算書および車両関係計算

í!fで，前者がI反扱盤:においても金額においても多数を占めてい

る。位村E鉄道は原ftlj として自国の通貨により支払を受けるが，

取引先銀行の承諾があれば依務鉄道の通貨，または協定によっ

て選定した第三国の通貨で支払を受けることができる。決済事

務はベノレギー ・ ナショナノレ銀行を通じて行われる。この銀行は

B . C . C . 加胆鉄道の所在する国の取引先銀行に LT勘定1 と称

する勘定を設けて取引を行う。

5 共同資金 資金は B.C.C. 力11.\'[1鉄道の出資とする。これ

は加盟l鉄道の 1 つが決済を履行しなかった場合，この債務鉄道

からの支払を待つことなく債権鉄道に支払ができる仕組である。

6 住{務不履行鉄道に対する処置 B目 C. C . の支払通告額に

対して支払不股行の鉄道が生じた場合 B.C.C. はつぎの手絞を

とる 。 10 日 を経過しても債務鉄道がその負債を決済しない峨合

は ， B. C. C は負fl'ì鉄道に l刻するいっさいのI反級を停止しこれ

を全加j坦鉄道に通告する。 以後 15 日以内に常任委員会を開催

してこの停止を 1 箇月後に解除にかえるか， または支払の延期

を行うかを決定する。また B.C.C. は fi'l務鉄道がその位務の完

済まで， 他の加盟国より通知を受けたまを越残高の未回収分の取

立を行う。 必要あれば不履行鉄道の債権者ーである鉄道の委任を

受けその政府におし 、て l区立を行う。

参考文献 Bulletin de l'Union Internationale des Chemins 

de Fer 1950-54 年。 Code de l'U.1. C. 1954 年。(児ミli1Z隆)
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